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と して の 寒冷刺激試験 の 意義
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冠 動脈 攣縮誘発法と して の 寒冷刺激試験の 評 価は
一 定し て い な い

． 本研究は この 点を明確 に す るた

め お こ な っ た ． 3 7 例の 安静時狭心 症 く1 9 例 の 労作兼安静時狭心 症を含 む1 に 寒冷刺激， 過呼吸 ， 運動負荷

試験 を行な い
，

その う ち 17 例 に は e r g o n o v in e 試験 を施行し た ． 対照 群は 10 例と した ． 心電図変化よ り判

定 し た誘発陽性率は寒冷刺激 で 35 ％
，
過呼吸 で 8 ％，

e r g O n O V i n e 試験で 94 ％ で あ っ た
． 正 常冠動脈の 狭心

症例 で の 運動負荷試験陽性率は 38 ％で あ っ た ■ 寒冷刺激と e r g o n o vi n e 試験 の 双 方に さ い して 冠動脈造影

を行 な っ た例 に つ い て
， 冠 動脈径の 変化 か ら判定す ると ， 陽性率は寒冷刺激 で 4 7 ％，

e r g O n O V i n e で 9 4 ％で あ

り
， 冠 動脈造影を施行 して も 陽性率 に 大き な羞は なか っ た

． 寒冷刺激陰性の 狭心症 群で は寒冷刺激時の 冠

動 脈径は対照 群と差 は認め られ ず
， 寒冷刺激に 対す る冠動脈の 反応性克進 は全く認め られ な か っ た ． 寒冷

刺激 試験 は陰性群 中の 4 例で冠拡張性 に 作用 した
． 寒冷刺激陰性群と 陽性群で は

， 年令 ． 性 ． 冠動脈硬化

度お よ び寒冷刺激時の 血 行動態変化に 差 は認め られ な か っ た ． 自然発作頻度 は寒冷刺激試験陽性群 で 大で

あ っ た ． 病歴 上
， 寒冷時の 狭心 痛と 寒冷刺激試験の 結果 と は関連が 認め られ た

．
以 上 よ り， 寒冷刺激は冠

攣縮 誘発刺激と し て強力なも の で はな い が
， そ の 陽性所見は冠動脈の 易攣締性が高ま り

， 狭心 症が不安定

状態 に ある こ と を意味し， 手軽 で
，

か つ 生理的 な刺激試験 で あ る 息 有用 な冠攣縮の 誘発試験た りう る と

考 え ら れ た ．

K e y w o r d s a n g in a p e ct o ris
，

C O r O n a r y a r t e ri al s p as m
，
C Old s ti m u la ti o n

t e s t
，
e r g O n O V in e ．

安静時狭心 症 の 病態 は
， 冠動脈の 攣縮 が主 な も の と

考えら れ て お り
，

現 在診断の た め冠 撃縮 の 誘発試験と

し て e r g o n o v i n e
l ト 朝

な どの 薬物負荷
，
寒冷刺激

911 0l
， 過

呼吸
1 川 21

そ して 運動 負荷試験
1 3 卜 1 7 域ミ行 な わ れ て い る ．

それ ら の 中で は e r g o n o vi n e 試験 に よ る誘発法の 陽 性

率が も っ と も高い と考 えられ て い る ． し か し， e r g O n O
－

Vi 11 e 試験 に さ い して は 発 生 し た冠 攣縮 を解 除で き ず

心 筋梗塞 に な っ た と い う報告も あり
1 引 句 細

，
どの 施設 で

で も手軽 に 施行で き る誘発法で はな い
． 山一

方 ， 寒冷刺

激試験 は生 理 的な刺激試験で あ り
，

手軽 に で き る方法

で あ る が
，

そ の 陽性 率 に は 問 題が あ る と さ れ る ．

R ai z n e r ら
鋸
は 6 例中4 例に 冠 攣縮 を認め

，
そ の 有用性

が 注目 され た が
，

そ の 後1V a 血
■

S ら
21I

は ， 34 例中ニヨ例

に の み陽 性 で あ っ た と報告 して い る
． 寒冷刺激試験 の

A b b r e vi a ti o n s ニ A H A
，

A m e ri c a n h e a rt

陽性率が こ の よう に報 告者に よ り異な っ て い るの は
，

前者が少 数例で の 検討 で あ り
，

後者 は心電図の み に よ

る効果の 判定で あ る こ とに よる と考 えられ る
．
そ こ で

，

今回著者は例数 をま し， 冠動脈造影 所 見と対比 さ せ て
，

誘発法 と し ての 寒冷刺激の 有用性 に つ い て 検討 した
．

対象お よ び方法

1 ■ 対象は自然発作時の 心 電図記録 に よ り診断を確

定し た37 例の 安静時狭心 症 で ある ． う ち 19 例は労 作

兼安静時狭心症 で
， 心筋梗寒 の 3 例を含む ． 男33 例，

女 4 例，
年 令は 53 士 9 才 く33 へ 7 4 剖 ． 対照 は非定型

的胸痛を有す る 10 例く男 6 例， 女 4 即
，
平均年令 50 士

9 才 ほ1 へ■61 才う と し た ．

2 ． 方法
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，
is o s o r bid e di n it r at e ニ S B P
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各種誘 発 試験 は午前中 に施行 し
用

， 抗狭心 症薬， 鎮静

剤は 15 時間以上 前か ら中止 した
． 寒冷刺激試験 で は冷

水中に 1 側の 手 を 3 分 間 つ け， 1 分お き に 心電図と血

圧 を測定 した ． 過呼 吸試験と して は 1 分間60 回 の 過呼

吸 を2 分間つ づ け さ せ た ． e r g o n o v i n e 試験 は心 臓 カ

テ
ー

テ ル 検 査時に の み お こ な い
， 初 回 0 ． 05 又 は 0 ． 1

m g か ら投与 し， 最高0 ． 3 m g ま で 大動脈弁直上 に て 注

入 し た ． 運動負荷試験 は ト レ ッ ド ミ ル 多段階負荷漸増

法に て行な い
， 亜 最大心 拍数 を目標心拍数 と した ．

い

ず れの 試験 も心 電図上 0 ． 1 m V 以 上 の S T 上 昇お よ び

下降 をみ た とき を陽性 と し
， 心電図陽性時点， 又 は胸

痛発 作出現 時に 中止 し た ．

冠 動脈 造 影 はJ u d k i n s 法
221

又 は S o n e s 法2 3
りこ て お

こ な っ た
． 有意狭窄の 判定は亜硝酸剤投与後の 造影 像

に もと づ き
，

A m e ri c a n H e a rt A s s o c i a ti o n くA H AJ の

基 準細 に 従っ て 75 ％以 上 と し た ． 各冠 動 脈 の 区分も

A H A
241

の 基準に 準 じた
．
3 7 例中21 例 に て冠動脈造影

検査時 に 寒冷刺激試験
，

又 は e r g o n o v in e 試験 を施 行

し
，
冠動脈造影は コ ン トロ

ー ル
， 誘発試験後お よ びi s o －

S O rb id e di n i tr a t e 口S D NJ 3 m g 動注後 に 行な っ た ． そ

れ ぞれ の 冠 動脈造影 の 間隔は最低 10 分間以上 と し
，心

電図 ， 血 圧 およ び JLヰ白数が安定した後 に 次の 造影 を施

行 した
． 冠 動脈径 の 変化は左 冠動脈 に つ い て は右前斜

位 30 度 ，右冠 動脈 に つ い て は左 前斜位 60 度の 造影 で
，

拡張終 期径 に つ い て
，

シ ネ フイ ル ム を V a n g a rd p r o ．

j e c t o r s y st e m に て 投影 したも の を目盛付き 接眼 レ ン

ズで 0 ． 1 m m ま で 測定 した
．

な お
， 多枝 に 冠攣締を き

た した場合 に は
， 心 電図変化の 責任冠 動脈と思わ れる

もの を選 んだ ． 冠 動脈造影上 の 冠攣締陽 性の 判定基準

は 高山 ら
2 51

の 方法 を使 用 し， 工S D N 投与 後 に 対 し て

5 0 ％以上 の 狭窄を示 し たも の を攣縮陽性と し た ． 各負

T a b l e 2 ■ H e m o d y n a mi c c h a n g e s i n d u c e d b y c old

p e c t o ris

荷時の 対 照 の 冠 動脈 径 に つ い て は A H A の 区分 に よ

る N o ■ 2
，
7

，
1 3 を前述の 如 く測定 した ．

丸 病歴 上 の 発作頻度や発作様式と各誘発 試験と の

関連も検討 した
．

な お
， 推 計 学 的 処 理 は p ai r ed お よ び u n p a i r e d

S t u d e n t t 検定 と Fi sh e r の 直接確率 法お よ び Y a t e s

の補正 に よ り ズ 2検定 をお こ なっ た ．

成 績

1 ． 各種誘発法 の陽性率

ぃ ノL －電図陽性率

寒冷刺激， 過呼 吸 e r g o n o vi n e
， 運動負荷の 4 種の

試験の結果 は表1 に 示 す如く で ある ． 寒冷刺激試験陰

性群は症 例 1 句 2 4 く65 ％う で男 21 例， 女3イ札 平 均年

令53 士 8 才 く37 へ 6 6 剖 ， 寒冷刺激試験陽性群 は症例

25 へ 3 7 の 1 3 例 く35 ％フ で
， 男 12 例， 女1 例， 平 均年

令53 士12 才く33 へ 74 剖 で ， 両群 間で 年令， 性 に 差 は

認 め られ な か っ た ．

e r g o n o vi n e 試験は 17 例に 施行され
，

1 例く症例 361

で 陰性 で あ っ たの み で
，

16 例 で陽性く94 ％ぅで卒っ た
．

過呼吸 試験 は， 37 例 に施行さ れ
，

3 例で 陽性く8 ％1

で あ っ た
．

運動 負 荷 試 験 は 37 例 に 施 行 さ れ
，
2 4 例 に 陽 性

く65 ％1 で あ っ た
．

う ち正常冠動脈狭心 症例 は13 例で

5 例 に 陽性 く38 ％う で あ っ た
．

4 つ の 試験 とも陽性の

症例 は1 例も な か っ た ．

2 1 冠動脈造影所見上 の 陽性率

17 例に 冠動脈造影 時寒冷刺激試験 を施行 し 8 例 で

冠 動脈造影と心 電図で 陽性 で あ っ た ． 症 例34 で は
， 寒

冷刺激試験 で V
5，

6 で S T 低下 と
，

冠 動脈造影 で N o ．
2

に 5 4 ％の 攣縮 を認 め
，

e r g O n O Vi n e O ．0 5 m g 投与に よ

S til一一ul a ti o n t e s t i n c o n t r o l a n d p a ti e n ts w ith a n g l n a

C o n tr ol くn ニ 1 01

B a s eli n e

B l o o d p r e s s u r e くm m H gン

S y St O l e

di a st o l e

H e a rt r a te tb e a t sノm i nJ

C old s ti rn ul a ti o n te st

n e g a ti v eくn 二 2 41 p o siti v eくn 二 1 3J

14 7 ． 1 士2 0 ．8 13 2 ． 0 土2 4 ． 1 1 4 6 ．8 士 27 ． 0

8 3 ．8 士8 ． 6 8 9 ． 9 士 2rI ． 9 77 ．6 士 9 ． 1

7 6 ． 7 士 1 2 ．5 6 7 ． 5 士1 0 ．9 63 ． 2 士1 4 ． 5

R a t e p r e s s u r e p r o d u ct s くm m H g ，

l mi nJ l O 29 O 士 2 76 1 1 0 1 08 士2 4 7 5 83 7 7 土2 5 7 4

C h a n g e s i n d u c e d b y c old s ti m ul a ti o n t e s t

A B l o o d p r e s s u r e くm m H gI

S y S t Ol e

d i a st ol e

A 壬1 e a rt r a t e くb e a ts l
ノ

mi n l

A R a t e p r e s s u r e p r o d u c tsくm m H g ノm i n l

2 2
． 2 士 i l ． 2 3 3 ． 9 士1 9 ．5 2 8 ． 9 士1 6 ．0

9 ． 4 士 9 ．く1 1 4 ． 9 士10 ． 3 13 ． 2 士1 0 ．3

2
． 1 士 4 ．4 5 ． 5 士 8 ， 6 5 ． 6 士5 ．2

1ぐj9 6 土 1ぐ16 8 3 36 9 士2 43 9 2 5 9 4 士 1 88 0
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T a b le 3 ． H e m o d y n a m i c s a t th e e n d of c old s ti m u l a ti o n a n d t r e a d m ill t e s t s

C old sti m ul a ti o n t e st T r e a d mi 11 t e st

S B P

くm m H gI

D B P

くm m H gJ

H R

くb e a tsl mi nJ

R P P

くm m H gノm 軸

17 3 ． 7 士2 1 ． 2 1 5 7 ． 7 士2 5 ． 6
ト

．．．，．N S 二
．．．．

J

96 ．5 士 1 7 ．6 7 8 ．3 士1 4 ． 7
L N S ． ＋

．
J

67 ． 0 士9 ．5 11 5 ． 2 士 1 6 ．5
L

p く0 ．0 0 5 町

．．
J

l 15 8 0 士1 9 3 7 18 2 8 3 士 44 6 9
L

p く0
． 0 0 5 伽

．．．．
J

n こ 6
， m e a n 士 S D

B o th te st s w e r e p o siti v e i n th e s e si x p a ti e n t s w i th si g nifi c an t C O r O n a r y S t e n O Sis ．

T a b l e 4 ． H e m o d y n a mi c c h a n g e s f r o m c o n tr ol i n c old s ti m ul a ti o n a n d e r g o n o vi n e

t e s t s

禁忌i霊芸豊誌こ 1 3，

E r g o n o

票還
Siti v e g r o u p

A S B P くm m H gI

A D B P くm m E gナ

A H R くb e a tsノmi nJ

A R P P くm m H gノmi nJ

28 ■ 9 士 16 ．0 1 1 ． 0 士 1 4 ．9

L
p く0 ．0 1

ト

ーーーー
J

13 ． 2 士1 0 ． 3 5 ． 3 士8
．2

L
p く0 ．0 5 二

5 ． 6 士5 ． 2 2 ． 5 士4 ． 9
L
－－－－ －

．．．．－．N S ．．－－．－－ ． ． 二二
2594 士1 朗0 1 1 66 士 14 8 7

L
p く0 ．0 5 町

－－－－－
J

り胸痛と 同時にIIIII a V F に S T 上昇，
I a V L V 5 ，6

に S T 低

下と N o ．2 に 6 9 ％の 攣縮 を誘発 し えた ． 以上
， 冠 動脈造

影 に よ る寒冷刺激陽性 は17 例中8 例 く4 7 ％う だ っ た
．

e r g o n o vi n e 試験陽性群で は全例
，
冠 動脈造影 で攣繍 を

示 し同時 に 心電図変化を認め た ．

以 上 の 結果か らみ て 冠動脈造影 所見を考慮す る こ と

に よ っ て寒冷刺激試験の 陽性率が著 しく高 まる と い う

こ とは な か っ た ．

2 ． 各種刺激試験時の 血行動態の 変化

り 寒冷刺激試験

対照
， 寒冷刺激試験陰性群， 寒冷刺激試験陽性群の

3 群に つ い て比 較し たく表 2 う． 各群で の 寒冷刺激試験

前の 血行動態に は特 に統計的有意差は認 め ら れ なか っ

た ． 寒 冷 刺 激 に よ り 3 群 と も 収 縮 期 血 圧 ，
r a t e

p r e s s u r e p r o d u c ts くR P PJ は著明 に 上昇 した が 3 群 間

で の 統計的有意差は認め られ な か っ た ．

2 I 寒冷刺激試験と運動負荷試験 との 対比

寒冷刺激試験 に よ り R P P は上昇 し
，

した が っ て 心

筋酸素消費量が増加 した ． 冠動脈 に 有意狭窄を も ち
，

m e a n 士 S D

か つ 寒冷刺激試験と 運動負荷試験の 双 方で 陽 性 で あ っ

た 6 例 く症例 28
，

2 9
，
3 2

，
3 5

， 3 6 ， 37う に つ い て
， 試

験終了 時の血 行動態を比 較 した
． そ の 結果 ， 表 3 の 如

く運動負荷時の 方が心 拍 数 R P P の 上昇 は大き く ， 冠

動脈狭窄例 に お い て も寒冷刺激 で の虚血 発現 機序は心

筋酸素需要の 増大の み に よ るも の と は異な る と思 われ

た ．

3 1 寒冷刺激試験と e r g o n o vi n e 試験 の 比 較

寒冷刺激試験 と e r g o n o v i n e 試験 の 両試験 と も陽性

で あ っ た例が 5 例と少数 で あ っ たた め
， 寒冷刺激試験

陽性 1 3 例と e r g o n o v i n e 試験 陽 性 1 6 例 に つ い て 陽性

所見 発現 ま で の 血 行動 態の 対 照 と の 変化を比 較 した
．

表4 の 如 く， 寒冷刺激試験陽性者の 方 が収縮期 血圧 ，

拡張期血 圧 お よ び R P P 増加が 大き く
，
寒冷刺激試験

陽性 者と e r g o n o vi n e 試験陽性者の 血 行動態 に 明 らか

な差が 認め られ た ．

3 一 冠動脈造影所見 に つ い て の 検討

り 器質的冠 動脈病変と の 関係

冠 動脈造影 で の IS D N 投与後の 有意 な器質 的狭窄
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の 有無と寒冷刺激試験の 結果と の 関連 を検討 した と こ

ろ
， 表5 の如く冠動脈狭窄例で寒冷刺激試験が 陽性 に

な りや す い と い う こ と は なか っ た
． 更 に

， 冠動脈 の重

症度 と の比較 で は寒冷刺激試験陽性群 で 1 枝病 変 3

例， 多枝病変 5 例， 寒冷刺激試験陰性群で 1 枝病変 9

例
， 多伎 病 変 5 例 で Y a t e s の 補 正 式 に よ り 三 が ニ

0 ． 59 ， p ン0 ． 0 5 で寒冷刺激試験と冠動脈病変の 重 症度

とも 関係が 認め られ な か っ た ．

同様の 関係 を e r g o n o v i n e 試験 に つ い て も検討 し た

が
， 表 6 の 如く

， 陽性所見と冠動脈狭窄の 有無と の 間

に 関連 は認め られ なか っ た ．

2う 試験時の冠動脈径の 変化

寒冷刺激試験 時の 冠 動脈径の 変化を e r g o n o v i n e 試

験時の そ れ と比較 したく図1 う． 症例 は対照， 寒冷刺激

試験陰性群 およ び 陽性群に 分け た ． 冠動脈径の 変化 を

工S D N 投与後か らの 変化率で み る と
， 対照で は寒冷 刺

激試験 で M 2 0 ． 7 士1 2 ． 1 ％， e r g O n O V in e 試験で －

2 5 ．8 士

10 ． 6 ％
，
寒冷刺激 試験陰性 群で は 寒冷刺激試験 で －

■

■

■

■

■

T
－
－

．
－

．

－

十
－

－

－

上

■

■

C S E M C S

n ご 3 0 n ニ 3 0 n コ 9

C o n t r o l g r o u p

E 沌 C S E 朗

n ニこ1 1 n 三 8 n ご 6

N e g a t i v e g r o u p P o s i t i v e g r o u p

C o l d s t i m u l a t 土o n t e s t

F i g － 1 A C h a n g e s i n th e si z e of c o r o n a r y a rt e r y i n d u c ed b y c o ld sti m ul a ti o n a n d e r g o n o vi n e

i nj e c ti o n ．
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20 ．9 士12 ． 3 ％
，

e r g O n O Vi n e 試験 で
－

8 4 ． 9 士2 1 ． 3 ％
， 寒

冷 刺 激試 験 陽性 群 で は
， 寒 冷 刺 激 試験 で － 78 ． 5 士

20 ．8 ％
，

e r g O n O vi n e 試験 － 7 1 ． 6 士3 0 ．5 ％で あ っ た
． 寒

冷刺激試験陽性群 で寒冷刺激に 対す る 攣縮の 程度が 高

度 で あり， 他2 群に 比べ 有意に 強 か っ たの は当然の 結

果 で ある ． しか し， 寒冷刺激試験陰性群で の 寒冷刺激

に 対す る反応 は対照群と差が なく ， 寒冷刺激試験陰性

群で は冠 動脈 は寒冷刺激に 対 して 反 応冗進 を示 さ な

か っ た
．

一 方 ， e r g O n O マi n e に つ い て は ， 寒冷刺激試験

の 結果 の 如何に 拘ら ず
，

1 例 を除い て全例心 電図陽性

で あ り ， 冠動脈径の 変化も寒冷刺激試験陽性お よ び陰

性両 群と も同程度の 締少反応 を示 した
．

負荷 な ら び に 工S D N 投与前の コ ン ト ロ
ー ル 造 影像

を も と に して計測 した冠動脈径 の 変 化も王S D N 投与

後 と ほぼ 同様の 結果 であ っ た
． た だ し寒冷刺激試験陰

性群中4 例 く症例 1 3
，

1 7
，

18
，
2 21 で は寒冷刺激に 対

し て 20 ％以上 の 冠動脈の 拡張が お き
，

症 例 13 を除 い

て 3 例 は e r g o n o vi n e に 対 して は 強い 攣締 を 示 した ．

これ らの 4 例で の 寒冷刺激試験 時の 血 行動態の 変化 は

ム S B P こ 3 5 ■ 0 士2 4 ． O m m H g ，
ム D B P こ 14 ． 0 士 1 2 ． O

m m H g ，
ム H R ニ 6 ． 8 士5 ． O b e a t sl m i n

，
ム R P P ニ

3 4 8 0 士2 4 7 3 m m H gl m i n で あ り ， 表4 で示 した寒冷刺

激試験 陽性群で の変化と 比 べ 特 に 差は なか っ た ． 症例

17 の 冠 動脈造影を 図2 に 呈示 す る
．

コ ン ト ロ ー ル 造影

く図2 a う で N o ． 6
，
1 3

，
1 4 に 強い 狭窄が認 め られ る

が
， 自覚症状は な く ， 心 電図変化も認 めな か っ た

． 寒

冷刺激試験 く図2 b う に て N o ．
1 4 以外の 狭窄部 は消失

し
，

e r g O n O V i n e O ． 0 5 m g 投与 く図 2 c l に よ り胸痛と

Fi g ． 2 ． C o r o n a r y v a s o d il a t a ti o n i n d u c e d b y c o ld sti m ul a ti o n t e s t i n c a s e N o ．1 7 ． L e ft
C O r O n a r y a n gi o g r a m i n ．c o n t r ol くaJ ，

d u ri n g c old sti m ul a ti o nくbl ，
d u r in g e r g o n o vi n e t e st くcJ

a n d a ft e r i s o s o rb id e d i n it r a t e くdJ ．
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同時に 心 電図上 V 3 － 5 に S T 低下 を認 め， 冠 動脈は N o ．

6
，
1 1 ， 1 3 に 再び攣縮 を生 じた ． 更 にI S D N 3 m g 投与

く図2 d ぅに よ り N o ユ4 に 75 ％の器質的狭窄を残 して

攣縮 は解除さ れ た ．

4 t 発作頻度 お よび発作様式 と寒冷刺激試験 の 関係

寒冷刺激試験 の 結果 と試験前 2 週 間の発作頻度 を比

較す る と， 図3 の如く
， 陽性群 は 1 日平 均1 ． 6 3 士2 ．2 7

回 で
， 陰性群 は 0 ． 3 4 士0 ．4 4 回 で p く0 ．0 2 で 陽性群 で

明ら か に 発作頻度が多 か っ た ． す な わ ち ， 2 日 に 1 回

以 上 の 発作 が お きる 群で は12 例中8 例 と それ 以 下の

群 で は 25 例 中5 例 の陽性率であり
， 寒冷刺激試験は発

作頻度が 高い ほ どそ の 陽性率が 高か っ たく三方
2

ニ 5 ． 8 4
，

p く0 ， 0 2l ． 寒冷刺激試験陰性で あ っ て e r g o n o vi n e 陽

性で あ っ た 11 例 は全例発作頻度 は 1 日 0 ． 4 回 以下で

あ り ， 発作頻度 が少 な い とき で も e r g o n o v i n e 試験 は

発作を誘発 しう る もの と考 えら れた ．

次に
，

寒冷刺激試験陽性群と陰性群 と に つ い て病歴

上 の 発作様式を み たく表 り ． 病歴 上 早 朝の軽 い 労作，

日 中の 労作， 夜 間就寝 ， 寒冷， 日中の安静
， 食後の 発

作と に 分 けて み たが
， 寒冷時狭心症以 外は寒冷刺激試

験の結果と の 関連 はみ られ な か っ た
．

また
， 寒冷時狭

心症 は寒冷刺激試験陽性 13 例中6 例で あっ た ．

5 ． 誘発 試験の 合併症

今 回 の 4 つ の 誘発試験 時に 重 篤 な合併症 は生 じ な

か っ た ． しか し症例 29 が寒冷刺激試験 終了 3 時間後

に
，
狭 心痛 とII

，
III

，
a V F ，

V l － 6 での S T 上 昇を示 し，

更 に el e ct r o m e c h a n i c al di s s o ci a ti o n とな り シ ョ ッ ク

状態に な っ た
． 発作は nit r o gl y c e ri n

，
n if e di pi n e 舌下

に て寛解 した ．

考 察

1 ． 狭心 症 に お ける冠 攣締 の 関与

S T 上 昇 を示 す 異型 狭心 症 の 病態 は冠撃縮 に よ り生

じる こ と は現在確 か な こ と で あ る ． S T 低下型 の 安静

時狭心 症 の 原因と して は
，

冠動 脈 に 高度の 器 質的狭窄

が あ り ， 軽度の 血 圧上 昇や 心拍数の 増加に よ り心 筋虚

血 が お こ るの で は な い か との 考 えも あ っ た
．

しか し
，

F ig u e r a s ら
261

や C hi e r c hi a ら
2 7J

の 示 し た 如 く S T 上

昇型 の み な らず S T 下 降型 の 安静時狭心症 発 現に も心

筋酸素消費量 の 増大 は 関与せ ず
，

む し ろ狭心症 の 結果

と して 心 拍数や血 圧 が上 昇す るも の と考 えられ ， 今 日

S T 下 降型 の 安 静時狭心 症 の 原 因 も冠 攣縮 に よ る と考

えら れ て い る ． 冠 攣縮時に S T 上 昇の み な ら ず ， 下降も

み ら れ る こ と に つ い て は多く の 報告
2B ト 321 が あり， 今 回

の 著者の 成績で も症例 1
，

5
，

1 1
，
2 3

，
3 1 の 5 例で 日

に よ り S T が上 昇 し た り下降 した りす る こ とが 認め ら

れ た ． 安静時狭心 症 に お ける S T 上 昇塑 と下降型 の 遥
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p く 仇01

い は虚血 巣の 広が りの 差で あ り
，

上昇 型 は局所的で 貫

壁性 で あ り ， 下降型 は心内膜下又 は広 い 虚血 巣の 出現

に よる と考 えら れ て い る
2引 32J

．
ま た ， 今回 の 寒冷刺激試

験時の 血 行動 態変化 を運動負荷時の それ と比 較し， 有

意の 冠動脈病変をも つ 例 で の 陽性所見が 前者で は後者

に お ける ほ どの 血圧 上 昇な い し は R P P の 上 昇 を伴な

う こ と なく 認め られ た ．
こ の こ と か らも有意の冠動脈

病変 をも つ 例に お い て も
，

そ の 安静時狭心症は心 筋酸
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素消費量の 増加に よ り おき るも の で はな く冠 攣縮が 関

与す るも の と考えら れ た ．

2 ． 冠攣締誘発 試験と し て の 寒冷刺激試験

今 日
， 冠動脈が 易攣縮性か どう か を確認 して お く こ

とは 内科的治療上 の み な ら ず 外科の ん C バ イ パ ス 術

時の攣縮 予防を考え る上 に も 重要 な こ と で ある
．

その

た め ， 種 々 の攣縮誘発法 が試み られ て い るが ， 現在 一

般的 なも の は， e r g O n O Vi n e な どの 薬物， 寒冷刺激， 過

呼吸， 運動 負荷な どで あ る
．

冠攣縮 の 原因と して は
，

1 J 太 い 冠動脈 に 多く分布

して い る ぼ 受容体の 易刺激性の 克進
3 3 ト 叩

，
2 う冠動脈

狭窄 に 続発 す る強 い 心 筋虚血 が 虚血 組織傷害 を起 こ

し， そ の組織傷害が 抵抗血管の 攣縮 を惹起さ せ ると い

う 傷害．攣締説細
，

3 1 内因性血 管作動物質で あ る トロ

ン ボ キサ ン A 2 の 遊離 に よ る冠 攣繍 と血小 板凝 固瑚 珊
，

その 他の 諸説が ある ．

寒 冷 刺 激試 験 は 反 射 性 の も の で s pi n o th a l a m i c

tr a c t を求心路と し
，

遠心 路 は交感神経を 介 して 血 管

の 庇 受容体 に 作用 す る と考 え ら れ て お り ， 宋輸 血

管頼 421
と と もに 冠血管抵抗も上 昇さ せ る

．
こ の こ とは

寒冷刺 激時 に 冠血 管抵抗 を測定 し， 庇 遮断薬 で ある

p h e n t o l a mi n e を投与 した と こ ろ， 冠血管 抵抗 が減 少

した と い う M u d g e ら
瑚

の 報告 か ら も明 らか で あ る ．

また
， 寒冷刺激を くり か えす と トロ ン ボ キサ ン A 2 とプ

ロ ス タグランジン 工2 の不均衡 を生 じ血管収縮 をお こす と

い う 報告 相
も ある

． と こ ろで
， 冠攣縮誘発法 と しての 寒

冷刺激試験に つ い て は R ai z n e r ら
9I は冠 動脈造影上 の

陽性所見 を6 例の 異型狭心症患者の う ち 4
．
例 く67 ％う

に 認め
，

うち 2 例 に心電図変化 を認め なか っ た と し，

誘発法と しての 寒冷刺激試験の 有用 性を報告 した
．

し

か し， その後 W a t e r s ら
211は 3 4 例の 症例 で 心 電図変化

のみ で判定した と こ ろ
，

わ ずか 3 例 く9 ％1 に の み 陽

性 とい う結果 をえ，
む し ろ同時 に施行 し た e r g o n o v i n e

試験の有用性 を強調 した ． 2 つ の 報告は前者で は例数

が 少な い こ と
， 後者で は心電図で の み 判定 した と い う

点 に 欠点 をも っ て い る
．

今回， 著者の 心電図変化に よ り判定 した誘発法の 陽

性 率 は e r g o n o v in e 試験 で 94 ％， 寒 冷 刺 激 試 験 で

35 ％， 過呼吸試験 で 8 ％だ っ た ． e r g o n o マ血 e に 関して

は F r e e d m a n ら
4 51 は 5 つ の施設 で の 成 績 を集計 し て

陽性率 を91 ％と して い るが こ の点 は著 者の 報告 と よ

く
一 致 した ． 過呼吸 試験 はP uj a d a s ら

1 2I が冠動脈造影

に より判定 して 29 ％の陽性率 を報告 して い る ． こ の報

告で は陽性判 定の 基準で ある血 管径 の 変化 を 20 ％以

上 と して い る点が 陽性率 を高 く して い る 原因と思われ

る ．
この 誘発法 は個 々 の 患者 に よ り負荷畳が異な り

一

定と でき な い 点が 欠点であ り ， 血液を アル カ ロ ー シ ス

に す るた め に は t ri s
－b u ff e r の 静注 を併用 す る こ とな

ども試み られ て い る1 り
． 運動負荷試験の 陽性 率は異型

狭心 症で 約 20 ％と報告
1 6さ21j さ れて い る

． 今回 の 正 常冠

動脈患者 1 3 例 で は 5 例 く38 ％1 が心 電図陽性 で あ り
，

こ の う ち 1 例 に S T 上 昇 をみ た
． また全例 で は運動負

荷に よ り S T 上 昇を み たの は 5 例く14 ％うだ っ た
．

これ

ら の 例 に は 運動負荷 に よ り冠攣締が 生 じた と考 えられ

る が ， 運動負荷試験 はむ し ろ有意 の 冠狭 窄を有す る例

を検 出す るも の で あ り， 運動負荷試験の 心 電図 の みか

ら冠攣締 を判定す るの は難 しい と思わ れ た ．

3 ． 寒冷刺激試験の 問題点

い 検査施行 の 時期， 時間帯 と対象患者の 条件

寒冷刺激は今 回の 報告で は 35 ％に 陽性 で
， 心電 図変

化は S T 上 昇が 7 例 ， S T 下降が 6 例で あ っ た ． 心電図

変化 を S T 上 昇例の み で みた場合 19 ％， 冠 動脈造 影所

見 で 判 定 し た 場合 17 例 中 8 例 で 47 ％に 陽性 で あ っ

た
．

この 陽性率 は心電図変化 より み た W at e r s ら
2 り

の

報告 く9 ％l よ り大 で
，

冠 動脈造影 よ りみ た R ai z n e r

ら
91 の報告く66 ％1 よ り小 で あ っ た ．

一 般 に e r g o n o vi n e

を除く他の 誘発試験と 同様， 寒冷刺激試験 に お い て も

陽性率 は報告者に よ り大 き く異な る ． そ の原因は今回

の検討 に よ っ て本試験法 が
， 検査時の冠動脈の 易攣縮

の程度， 試験施行 の 時間帯，
患者 の病歴 ，

な ど に よ っ

て 感度 を異 に す るた めと 考え られ た ． す なわ ち
，

第1

に 今回著者の成績で は寒冷刺激試験 は発作頻度が 高い

時期ほ ど陽性率は大で あ っ た ．
こ のよ うな検討 を して

い る報告 はな い が
，

P uj a d a s ら
1 2I の 過呼吸試験 陽性率

は不安定狭 心 症 で は 67 ％と安 定狭 心症 に 比 べ 高 く な

る と報告 され て い る
． 易攣縮性が高ま っ て い るほ ど攣

縮を誘発 しや す い の は当然の こ と である が
，

こ れ は ま

た 寒冷刺激試験 の 誘発試験 と して の 効果が常 に 安定し

た も の で は な い こ と を意味す る
． 第 2 の 誘発試験施行

時間 に つ い て Y a s u e ら
1 31

は冠 動脈 撃締 は 早朝 に お き

や す く ， 午後に は お き に くい と報 告して い る
． 今回著

者は
， 心電図に よ る判定の とき は早朝に ， 冠動脈 造影

を併用 した と き は 午前中に 検 査 を施行 し た
．

W a t e r s

ら
2 りの 場合 は検査は 10 暗か ら 16 時の 間 に施 行 して い

る
．
こ の 点 に も 陽性率の 違 い の 原 因が あ る と思 わ れ た ．

第3 に 病歴 上 の特徴と の 関係が あ る ． 今回 の 検討で は

寒冷時狭心 痛の病歴の あ る 7 例中6 例が寒冷刺激試験

が 陽性 で あ っ た ． こ の よ う な検討は安静時狭心 症で は

少な い が
，

K o b e r ら
相
の報告で は寒冷刺激試験 が 陽性

の 2 例 と も
， 寒冷時狭心 痛 で はな か っ た と い う ． 労作

性狭心 症 で は H a tt e n h a u e r ら
471

が 寒冷刺激 と 寒冷時

狭心痛 との 関連性 を報告して い る
．

以上 ， 報告者に よ り陽性率が 異なる の は い ろい ろ な

原因が考 え られ るが
， 最大の 原因は時期に よ り ， ま た
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冠 動脈 攣縮誘発 法 と し て の 寒冷刺激試験の 意義

日 に よ り血管壁の 易 攣縮性の 程度が変化す る と い う特

徴か ら き て お り， また こ の 誘発法 は患者の 病歴 上 の 特

徴 に よ っ て も 影響さ れ る もの と思 われ た
．

しか し， 逆

に こ の こ と は本試験が 狭心 症の 不 安定化 した状態を検

出す る上 に 役立 つ こ と を意味する と も考 えられ る ．

2 1 寒冷刺激と e r g o n o v in e 試験の 比 較

陽性率に お い て
， 寒 冷刺激試験は e r g o n o vi n e 試験

の 3 分の 1 と低 く， 攣縮誘発刺激と して は後者ほ ど大

き く は な い こ とが 示 さ れた ． ま た症例 34 は冠 動脈造影

上 寒冷刺激 に て 右冠 動脈 の N o ．2 に 5 4 ％ の 攣縮 を生

LI
，

e r g O n O vi n e O ． 05 m g 投与 に よ り同部位 に 更に 強い

攣縮が 生 じ， 心 電図でII
，
III

，
a V F の S T 上 昇とI a V L

V 5
，
6 の S T 低下 を認 めた ． W a t e r s らの 報告

2 りで
， 寒冷

刺激試験陽性例 で は e r g o n o vi n e 投与量 が 0 ． 0 5 m g 以

下 で 陽性 を示 して い る こ と な ども本試験 の成績 を解釈

す る上 に 考 えて お か な けれ ば な ら な い こ と と 思わ れ

た
．

3 う 寒冷刺激試験 に み られ る冠動脈拡張

今 回 の 検討 で e r g o n o v i n e は全例冠 動脈収縮性 に 働

い たが
， 寒冷刺激試験 で は4 例が コ ン ト ロ ー ル 時に 比

べ
， 2 0 ％以上 の 冠動脈 の 拡張 を示 し

， 冠 攣縮 を誘発 し

え な か っ た ． W e n d t ら
1 0
りま寒冷刺激 1 分と 2 分で冠 動

脈造影 を施行 し
， 冠動脈疾患例で は 2 分で 冠動脈 は む

しろ拡張 して い る と報告 して い る
．

こ の 機序と して
，

り コ ン ト ロ ー ル 時に す で に 冠攣縮が あ っ て
，
寒冷刺

激に 対 して反 応せ ず
，

む しろ造影剤の 血 管拡張作用
瑚

や自然経過 に もと づ い て， 攣縮が消失 した とみ る場合，

iり 動脈圧 上 昇に 対す る圧 反射に よる冠動脈の 拡張瑚
，

iiり寒冷刺激が ぼ 刺激 以外 に 月利敵性に 働 い て
，
冠動

脈 を拡張さ せ たと い う 場合な どが考 えら れ る ． 著者の

症 例で は 血圧や 心拍数 か ら みた 限りで は
，

こ れ ら の 例

で は攣縮を お こ した群 と比 べ 差は認め ら れ なか っ た ．

ま た ， 寒冷刺激時の 冠血 流量 や 冠血 管抵抗 を測定 した

以 前の 報告
4 3I 叫 は有意狭窄例に つ い て の も の で ， 正 常

冠動脈の 攣縮性狭心 症例に つ い て の も の は なく， 今回

の よう な 反応の 機序 は推論の 域を で な い
．

い ずれ に し

て も e r g o n o vi n e が 冠 動脈 を
一

様に 収縮 させ るの に 反

し て 寒冷刺激 はと き に 拡張性 に作用 す る こ とも念頭 に

お く べ き こ とと 考え られ た
．

4う 寒冷刺激試験の 安全性

寒冷刺激試験の
一

部 と e r g o n o v i n e 試験 の 全 例 は冠

動脈造影 と併用 して施行 し
，

少し で も攣縮の 傾 向が 認

め られ れ ば その 時点 で 中止 した こと も あ り ， どの 誘発

法 で も 重篤 な合併症 を生じ る こ と はな か っ た
． 寒冷刺

激試験 は e r g o n o v i n e に比 べ 確か に 手軽 で あ り ， ま た

生 理 的な刺激で あ るだ けに
一

見安全性も高い よ う に 思

われ る
．

しか し，
これ に よ っ て急性心筋梗塞 を生 じた

863

と い う 症例 和
も あり ， わ れ われ の 症例29 に お い て は 時

間的に 直接 の 因果 関係 はな い と し て も， 検査 3 時間後

に か な りな 強度 の 自然発作 をみ た
． 施行時 に は e r g o

－

n o v i n e 同様， 適切 な患者の 選択 と誘発時の 対応が必要

と思 わ れ た ．

結 論

37 例の安静時狭心症く19 例 の労作兼安静時狭心症 を

含むうの患者に 冠 攣締の 誘発法と して寒冷刺激， e r g O
－

n o vi n e ， 過 呼 吸 運 動負荷の 4 つ の 試験 を施行 し
， 寒

冷刺激試験の 有用 性に つ い て検討 し， 次の結論を え た ．

い ノL －電 図変 化よ りみ た 陽性率 は寒冷刺激試験 で

35 ％，
e r g O n O Vi n e 試験で 94 ％， 過呼 吸試験 で 8 ％で

あ っ た ． 運動負荷試験 の 陽性率 は正常冠動脈例 で38 ％

だ っ た
．

2う 冠 動脈造影所見 よ り判定 した場合の陽性率 は，

寒冷刺激試験 で 47 ％， e r g O n O V i n e 試験で 94 ％で あ り ，

冠動脈造影で も心 電図に 比 べ 陽性率 に 大きな差異 は認

めら れな か っ た ．

3 1 寒冷刺激 に 対する 冠動脈径 の変化は琴冷刺激試

験陰性の狭心症群と対照群で は羞が な く ， 寒冷刺激試

験時の冠動脈径の計測 に よ っ て は心 電図変化を伴な わ

ない 狭心症 を区別す る こ と は で き なか っ た
．

4 1 冠動脈硬化の 程度 と寒冷刺激試験の 結果に は関

係が 認め られ な か っ た
．

5 1 自然発作頻度 は寒冷刺激試験陽性群で高く
， 陰

性群 で は発作頻度が 小 さ か っ た
．

e r g o n o vi n e は発作頻

度が 小さ い 例 で も陽性 を示 した ．

6 う 寒冷時狭心痛の病歴 と寒冷刺激試験陽性に は関

連性が 認め られ た ．

7 フ 寒冷刺激試験陰性群の 4 例で寒冷刺激時冠 動脈

は コ ン トロ
ー ル 時よ りも拡張 した

．

以 上 よ り
， 寒冷刺激試験 は e r g o n o v i n e に 比 べ 弱 い

冠攣縮誘発法で あ り
，
冠動脈の易撃縮性が高ま っ てい

る とき に 陽性所見 をう る もの と思 われ た
． 逆に 本試験

が陽性で ある こ と は
， 狭心 症が不安定状態 に あ る こ と

を意味する ． 本法は
，

その 特徴 を清か し ， 慎重 に施行

すれ ば
， 手軽で

， 有用 な誘発法と考 えられ た
．
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，
S ．

，
B ru n elli

，
C ．

，
S i rrL O n e tti

，
I ．

，

L a z ヱa ri
，
M ． 鹿 M a s e ri

，
A ． 二 S e q u e n c e o f e v e n t s i n

a n gl n a a t r e S t 二 P ri m a r y r e d u c ti o n i n c o r o n a r y

fl o w ． Ci r c u l a ti o n
，
6 1

，
7 5 9 － 76 8 く1 9 801 ．

2 8I M a s e ri
，
A ．

，
S e v e ri

，
S ．

，
D e N e s

，
M ．

，
L

，

a b b a t e
，

A ．
，
C h i e r c h i a

，
S ．

，
M a r zilli

，
M ．

，
B all e s t r a

，
A

．
M

．
，

P a r o di
，
0 ．

，
B i a gi n i

，．A ． 鹿 D i s t a n t e
，
A ． こ

4．

V a ri a n t
，，

a n g l n a ニ O n e a S p e C t O f a c o n ti n u o u s s p e c t r u m o f

V a S O S p a Sti c m y o c a rd i al i s ch e m i a ． A m ． J ． C a r di ol ．
，

4 2
，
1 0 1 9

－

1 0 3 5 く19 7 8J ．

2 9I D e S e r v i
，

S ．
，

S p e c c hi a
，

G ． 鹿 A n g oli
，

L ． 二

C o r o n a r y a r t e r y s p a s m of d iff e r e n t d e g r e e s a s

C a u S e O f a n gi n a a t r e st wi th S T s e g m e n t d e p r e s si o n

a n d e l e v a ti o n ． B r ． H e a rt J ．
，
42

，
1 1 0－11 2 く19 7 9I ．

3 0J W h it tl e
，
J ． L

，
F eld m a n

，
R ． L ．

，
P e pi n e

，
C ． J ．

，

C u r r y ，
R ． C ． 8 t C o n ti

，
C ． R ． ニ V a ri a bili ty o f

el ct r o c a r d i o g r a p hi c r e s p o n s e s t o r e p e a t e d e r g o n o －

V i n e p r o v o c a ti o n i n v a ri a n t a n g l n a p a ti e n t s w ith

C O r O n a r y a r t e r y S p a S m ． A m ． H e a r t J ．
，
10 3

，
16 1 －1 6 7

く19 8 21 ．

8 6 5

3 1I F eld m a n
，
R ． L ．

，
H ill

，
J ． A ．

，
W h ittl e ， J ． L ．

，

C o n ti
，
C ． R ． 也 P e pi n e ， C ． J ． ニ E l e c t r o c a r di o g r a ph i c

C h a n g e s w ith c o r o n a r y a rt e r y s p a s m ． A m ． H e a r t J ．

1 0 6
，
1 2 8 8 －1 2 9 7 く1 98 3J ．

3 2I P a r o di
，

0 ． ， S e v e ri
，

S ．
，

U th ll r r a lt
，

N ．
，

S ol f a n elli
，
S ． 鹿 M a s e ri

，
A ． ニ A n gi n a p e ct o ri s a t

r e st こ R e gi o n a l m y o c a r di al p e rf u si o n d u ri n g S T

S e g m e n t el e v a ti o n o r d e p r e s si o n くa b st rl ． C i r c u l a
－

ti o n
，
5 5

，
5 6

，
S u p pl 工Iト22 9 く19 7 71 ．

3 3I Y a s u e
，

H ．
，

T o u y a m a
，

M ．
，
S h i m a m o t o

，
M ．

，

K a t o ， H ．
，
T a n a k a

，
S ． 也 A k i y a m a

， F ． こ R o l e o f

a u t o n o m i c n e rv O u S S y St e m i n th e p a th o g e n e si s o f

P ri n z m e t al
，

s v a ri a n t f o r m o f a n gi n a ． Ci r c ul a ti o n
，

5 0
，
5 3 4

－

5 39 く19 741 ．

3 4I Le v e n e
，
D ． L ． 也 F r e e m a m

，
M ． R ． こ a

－ A d r e n o
－

C e p t O r － m e d i a t ed c o r o n a r y a r t e r y s p a s m ． J A M A
，

23 6
，
1 0 18－10 2 2 く19 7 61 ．

351 R o s s ， G ．
，
S ti n s o n

，
E ． B ．

，
S ch r o e d e r

，
J ． 鹿

Gi n s b u r g ，
R ． こ V a s o － a C ti v it y of h u m a n l a r g e

C O r O n a r y a r t e ri e s i n v it r o ． Ci r c ul a ti o n
，
5 9

，
6 0

，
S u p pl

工卜26 0 く19 79I ．

36I Y a 和 e
，
H ．

，
T o 11 y a m a

，
M ．

，
正札t o

，
H ．

，
T a n a k 乱

，

S ． 及 A k i y a m a
，
F

． こ P ri n z m et al
，

s v a ri a n t f o r m o f

a n g l n a a S a m a n if e st a ti o n o f a l ph a － a d r e n e r gl C

r e c e pt o r － m e d i a t e d c o r o n a r y a rt e r y s p a s m こ D o c u
－

m e n t ati o n b y c o r o n a r y a r t e ri o g r a p h y ． A m ． H e a rt

J ． ， 9 1 ， 1 4 8－1 5 5 く19 7 61 ．

37I R i c c
，
D ． R ．

，
O rli c k

，
A ． E ．

，
C i p ri a n o

，
P ． R ．

，

G u t h a n e r
，

D ． F ． 鹿 H a ri s s o n
，

D ． C ． 二 A l t e r e d

a d r e n e r gi c a c ti v it y i n c o r o n a r y a r t e ri al s p a s m ニ

I n si gh t in t o m e c h a ni s m b a s e d o n s t u d y o f c o r o n a r y

h e m o d y n a mi c s a n d th e el e ct r o c a rd i o g r a m ． A m ． J ．

C a rd i ol ．
，
4 3

，
1 0 7 3－10 7 9 く19 7 9ン．

3 即 H ell st o r m
，

H ． R
． こ T h e i nj u r y

－

S p a S m くi s ch e
－

m i a
－i n d u c e d h e m o s t a ti c v a s o c o n st ri c ti v eI a n d

V a S C u l a r a u t o r e g u l a t o r y h y p o th e si s o f i s ch e m i c

d i s e a s e ． A m ． J ． C a rd i o l ． 4 9
，
8 0 2 － 8 10 く19 8 2ン．

3 9J L e w y ，
R ． I

，
S m i th

，
J ． B ．

，
S il v e r

，
M ． J ．

，
S a i a

，

J ．
，

W ali n s k y ，
P ． 鹿 W i e n e r ， L ． こ D e t e c ti o n o f

th r o m b o x a n e B 2 i n p e rip h e r al bl o o d o f p a ti e n t s

wi th P ri n z m e t al
，

s a n g l n a － P r o st a gl a n gl n S M e d ．
，
5

，

2 4 3－24 8 く19 7 91 ．

4 01 T a d a
，
M ．

，
E u z n y a

，
T ．

，
I n o u e

，
M ．

，
K o d a m a

，

E －
，
M i sh i m a

，
M ．

，
Y a m a d a

，
軋

，
工n ni

，
M

． 鹿 A b e
，

H ． こ El e v a ti o n o f th r o m b o x a n e B 2 1 e v el s i n p a ti e n t s

wi th cl a s si c a n d v a ri a n t a n gi n a p e ct o ri s ． C i r c u l a
．

ti o n
，
64

，
1 1 0 7－11 1 5 く19 8り ．



8 6 6

4 1I G r e e n e
，
M ． A ．

，
B o lt a x

，
A ． J ．

，
L u s ti g ，

G ． A ． 及

R o g o w
，
E ． こ Ci r c ul a t o r y d y n a m i c s d u ri n g th e c o ld

p r e s s o r t e s t ． A m ． J ． C a rd i o l ．
，
16

，
5 4 － 6 0 く19 6 51 ．

42 I A b b o l ld
，

F ． M ． 鹿 E c k st ei n
，
J ． W ． ニ R efl e x

V a S O C O S tri c t o r a n d v a s o dil a t o r r e s p o n s e s i n m a n ．

Ci r c ． R e s ．
，
1 8 ， 1 9

，
S u p pl I

，
9 6

－ 1 0 3 く19 6 6I ．

43I A I u d g e
，
G ． H ． J r ．

，
G r o s s m a n ， W ． ， M ill s

，
R ． M ．

J r ．

，
Le s c h

，
M

． 晶 B r a u n w al d
，
B ． 二 R e n e x i n c r e a s e

i n c o r o n a r y v a s c ul a r r e si st a n c e i n p a ti e n t s w i th

i s c h e m i c h e a rt di s e a s e ． N ． E n gl ． J ． M e d ．
，
2 95

，
13 3 3

－

1 3 3 7 く197即 ．

4 4J S e r n e ri ， G ． G ． N ．
，
A b b a t e ， R ．

，
G e n si n i

， G ．

，

P o g g e 8i ， I J ． ， M a s o tti
，

G ． ， F a v ill a
，
S ．

，
M u g n ai n i

，

C ． 及 G al a ．n ti
，
G ． 二 P r o st a c y cli n a n d th r o m b o x a n e

r el e a s e i n pl a s m a a ft e r a d r e n e r gi c sti m ul a ti o n ．

Fl o r
－

e n C e i n t e rn a ti o n al m e e tin g o n m y o c a rdi al

i n f a r c ti o n ． p ．3 8 2
－

3 8 7
，

E x c e r p t a M e d i c a
，

A m st e rd a m － O x f o r d － P ri n c e t o n
，
1 9 7 8 ．

45I F r e ed m a n
，
S ． 臥

，
R i e h m o n d

，
D ． R ． 鹿 E e11 y ，

IL T ． ニ Cli n i c al s tu di e s o f p a ti e n t s w it h c o r o n a r y

S p a S m ． A m ． J ． C a rd i ol ．
，
52

， 6 7 A － 7 1 A く19 83l ．

4 6I E o b 紺
， G ．

，
W e n d t

，
T ．

，
引 川1 ヱ

，
W ． 皮

E al t e n b a cl l
， M ． ニ D e t e c ti o n o f c o r o n a r y s p a s m b y

e x p o s u r e t o c old ai r a n d w a t e r ． p ．1 3 2
－

1 3 8 ． 1 h W
．

R a ffl e n b e tll
，

P ． R ． L i c h tl e n 良 R ． B al c o n くe d ．l ，

U n st ab l e a n gi n a p e c t o ri s ． G e o r g T hi e m e V e rl a g ，

S t u t tg a r ト N e w Y o rk ． 1 9 8 1
．

4 7I H a tt e n h a u e r
，
M ． 及 N ei11

，
W ． A ． ニ T h e e ff e c t

O f c o ld a i r i n h al a ti o n o n a n gl n a p e C t O ri s an d

m y o c a rd i a l o x y g e n s u p pl y ． C i r c ul a ti o n
，
5 1

，
1 0 5 3

－

1 0 5 8 く19 7 5J ．

4 8I 下 川宏明
． 鍋山庄 蔵 ． 友池 仁 暢 ． 中村元 臣 こ 造影

剤の 冠動脈径 に及 ぼ す影響 ． 脈管学
，
2 2

，
5 9 5 く19 8 2I ．

4 9I V a t rL e r
，
S ． F ．

，
F r a n k li n

，
D ．

，
V a n C it t e r s

，
R ．

I ． ． 鹿 B r a u n w a ld
，
E ． こ E ff e c t s o f c a r o tid si n u s n e r v e

Sti m ul a ti o n o n t h e c o r o n a r y ci r c ul a ti o n o f th e

C O n S Ci o u s d o g ． Ci r c ， R e s ．
，
2 7

，
1 1 － 2 1 く19 7 0J ．

5 0I 加h d g e
，
G ． H ． J r

り G ol d b e r g ，
S ．

，
G n n tb e r

，
S ．，

M a n n
，

T ． 及 G r o s s m a n
，

W ． こ C o m p a ri s o n o f

m et a b oli c an d v a s o c o n s t ri ct o r sti m ul i o n c o r o n a r y

V a S C ul a r r e si s t a n c e i n m a n ． Ci r c ul a ti o n
，
5 9

，
5 4 4

－

5 50

く19 7 91 ．

5 1I S b e a ， D ． J ．
，
O c k e m e

，
I ． S ． 鹿 G r e e n e ， H ． L ． こ

A c u t e m y o c a rd i al i n f a r c ti o n p r o v o k e d b y a c ol d

p r e s s o r t e st ． C h e st
，
8 0

，
6 4 9

－

6 5 1 く19 8 1l ．

T h e U se fu l n e s s of C old Sti m ul atio n a s a P r o v o c ati o n T es t f o r C o r o n a r y A rt eri al S p as m in

P atie n ts wi th An gi n a P e c t o ris at R e st K a z u y u ki I u c hi D e p a rt m e nt o f I n t e r n al M e di ci n e くり，

K an a Z a W a U ni v er sit y ，
K a n a z a w a 9 2 0 q J ． J u z e n M e d ． S o c ．

，
9 3

，
8 5 5 －8 6 7 く1 9 8 4J

K e y w o rd s ニ A n gi n a p e c t o ri s
，
C o r o n a r y a r t e ri al s p as m

，
C．01d sti m ulati o n t e st

，
E rg o n o vi n e

A b s tr a ct

I n o rd e r t o cl a rif y t h e u s e f u l n e s s of c ol d sti m u l a ti o n a s a p r o v o c a ti o n t e st f o r c o r o n a r y a rt e ri al

SP a S m
，

C O ld sti m ul at i o n くC SJ ，
h y p e rv e ntil a ti o n くH V J a n d e x e r ci s e くE XJ t e s t s w e r e p e r f o r m e d i n

ei g h t e e n p ati e n t s w it h r e st a n gi n a p e c t o ri s a n d n i n et e e n w it h r e st a n d e f f o rt a n g l n a P e Ct O ri s ．

E rg o n o vi n e m al e a t e くE 叫 w a s d o n e i n s e v e n t e e n o f t h e s e p a ti e n t s ． T e n p a ti e n t s w it h a t y p i c al

C h e s t p ai n a n d n o r m al c o r o n a r y a rt e ri e s w e r e s e r v e d a s c o nt r o l g r o u p ． T h e d i a g n o sti c s e n siti vit y

e v al u a t e d b y e l e c t r o c a r d i o g r a p h i c fi n d i n g s w a s 3 5 ％ w it h C S
，
8 ％ w it h H V a n d 9 4 ％ w it h E M ．

T h e s e n siti v it y o f E X w a s 3 8 ％ in p ati e n t s wi t h a n g i n a p e c t o ri s a n d n o r m al c o r o n a r y a rt e ri e s ．

W h e n e v al u at e d b y m e a s u rl n g C O r O n a r y a rt e ri al d i a m e t e r c h a n g e i n c o r o n a ry a n g i o g r a m
，
t h e

S e n Siti v it y w a s 4 7 ％ w it h C S a n d 9 4 ％ w it h E M ． T h e r e w a s n o sig n i fi c a n t d iff e r e n c e b e t w e e n

t h e s e s e n siti v iti e s o f t h e C S a n d E M t e st s e v al u at e d b y el e c t r o c a rd i o g r a p h i c a n d c o r o n a ry a n g i o －

g r a plli c fi n d i rlg S
． C o r o n a r y a n gi o g r a m d u ri n g t h e C S t e st d id n o t s h o w h y p e r c o n tr a c tility i n

all c a s e s of C S n e g a ti v e g r o u p a t a11 ， W h il e it r e c o g n i z e d c o r o n a r y v a s o d il a t ati o n i n 4 c a s e s o f

t h e m ． T h e r e w a s n o sig n ifi c a n t d if f e r e n c e b e t w e e n C S p o si ti v e g r o u p a n d C S n e g a ti v e g r o u p i n
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a g e
，

S e X
，

S e V e rit y o f c o r o n a r y a rt e r y d i s e a s e a n d h e m o d y n a mi c c h a n g e s d u ri n g t h e C S t e s t ．

H o w e v e r
，
t h e s e n siti v it y o f t h e C S t e st w a s c l o s el y r el at e d t o t h e h i st o r y o f sp o n t a n e o u s a n gi n a

P ai n at e x p o s u r e t o c o ld ai r ． F u rt h e r m o r e
，
t h e o c c u r r e n c e o f s p o n t a n e o u s a n gi n a a tt a c k w a s

m o r e f r e q u e n t i n C S p o si ti v e g r o u p t h a n i n C S n e g ati v e g r o u p ． T h e s e fi n d i n g s s u g g e st t h a t t h e

d at a o f t h e C S t e s t d e p e n d s u p o n t h e d e g r e e o f c o r o n a ry v a s o t o n u s a n d t h a t C S i s a u s e f u l

n o n p h a r m a c o l o g i c al p r o v o ki n g t e st t o ai d i n t h e d i a g n o sis o f c o r o n a r y a rt e ri al s p a s m ．


